
 

 

 

 

 

 

 

○稲田学園音楽部、文部科学大臣賞を受賞！ 

１月２２日（日）、東京ＴＢＳ放送センターで行われた令和４年度

「こども音楽コンクール文部科学大臣賞選考会」（録音審査）の中学

校重奏の部において、東北代表としてエントリーされた稲田学園

管・打楽器三重奏「悲涙～虎になった男～」が、部門１位に選ばれ

文部科学大臣賞を受賞することになりました。本校音楽部には３人

しかいない９年生、その３人が挑戦した曲は一人一人がそれぞれ２

つ以上の楽器を演奏する難曲でしたが、見事な演奏を実現し、全国

１位の快挙を成し遂げました。（写真左は、東北大会終了後の３人） 

表彰式は、２月２５日（土）東京オペラシティコンサートホ

ールで開催されます。稲田学園の歴史に残る偉業を成し遂げた

３名の９年生はもちろん、仲間として一緒に音楽を楽しんでき

た音楽部の皆さん、顧問の先生方、そしてこれまで子どもたち

を支えてきてくださった保護者の皆さん、本当におめでとうご

ざいます！（写真右は、管楽器と打楽器を見事に演奏する３人） 

 

○稲田幼稚園児が稲田学園に来校しました 
 １月１９日（木）、稲田幼稚園の園児１４名が稲田学園に来校し、２

年生との交流会を行いました。２年生は、それぞれのグループでブース

を作り、射的やくじ、魚釣りなどの遊びを園児たちのために準備しまし

た。はじめは緊張していた幼稚園児たちも徐々に緊張がほぐれ、２年生

の話をよく聞きながら、楽しくあそぶことができました。 

最後に、２年担任がピアノでアニメ曲等のメドレーを演奏して、２年

生も幼稚園児も大喜びでした。コロナ禍でなかなか交流できなかった

幼稚園と本校でしたが、今回の行事を通して、２年生は先輩として成長

する姿を見ることができました。また、園児たちが稲田学園に入学する

ことをより楽しみに感じてくれたならうれしいです。 

 

○コロナ、そしてインフルエンザにも十分注意を！ 
 現在、国内では新型コロナとインフルエンザが同時流行する可能性が高いと言われています。

須賀川市内でもインフルエンザの感染が報告されています。基本的な感染対策は共通です。し

っかりと石けん等で手を洗う、アルコール消毒をする、マスクをする、換気をする、距離を保

つ等の行動をもう一度見直し、この冬期間を乗り切っていきましょう。 
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○県立高校の前期入試は３月３日からです 
 3 学期となり私立高校の入試が始まっていますが、いよいよ県立高校の入試も迫ってきまし

た。試験までの日程は以下の通りです。受験する９年生の皆さん、頑張ってください。 

・２月 ３日（金）～ ８日（水）  県立前期選抜出願 

・２月 ９日（木）～１３日（月）  志願先変更期間 

・３月 ３日（金）～ ７日（火）  県立前期選抜試験  

※６･７日は一部の学校で面接などを実施 

・３月 ９日（木）～１０日（金）  追試験 

※コロナ等のため受験できなかった人のための試験 

・３月１５日（水）         前期選抜合格発表 

・３月２３日（木）         後期選抜試験 ※定員に満たなかった学校のみ実施 

 

○登校班の１年間を振り返りました 
 １月２４日（火）、前期課程（１～６年生）

による今年度最後の「校外子ども会」を実施

しました。通学班の班長さんを中心に、この

１年間の登校の状況、よかったことやなおし

たいこと、４月からの新しい年度に向けての

新しい班長さん・副班長さんなどについて話

し合いをしました。１、２年生も真剣に話し合いに参加していました。将来は上級生として登

校班をリードしてくださいね。 

 

○和楽器の魅力に感動～鑑賞と体験教室を開催～ 
 本校では毎年、箏、三弦、尺八の講師の先

生をお招きして、和楽器鑑賞・体験教室を

行っています。１月２３日（月）は６年生が

実際に生の和楽器の音を聴かせていただ

き、その後各楽器の先生からご指導を受け

ました。普段の授業では味わえない日本の

伝統音楽を楽しみました。和楽器については５年生、７年生、８年生も学びます。 

 

 

★言葉と生きる(１７)  ｢人事を尽くして天命を待つ｣ 
試験や選挙等の際にこの言葉を使う人がいます。「人間の能力で可能な限りの努力をしたら、

あとは焦らず静かに結果を天の意思に任せる」、さらに「全力を尽くしたのであれば事の成否は

人知を越えた天任せなのだから、どんな結果になろうとも後悔はない」という心境を表す言葉

だと辞書に書いてあります。受験生の９年生たちが、「どんな結果になろうとも…」という境地

に達することは難しいと思いますが、我々教師も神様の意思に任せ静かに待っていることはで

きません。受験生全員合格のために可能な限りの支援をして、合格を笑顔で報告に来る子ども

たちをそわそわ心配しながら待っているのです。あ～神様、全員合格をお願いします。 


